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 2030年の
エネルギーライフ

わたしたちが
変える！





こ
の
句
は
、「
千
里
の
目な
が
めを
窮
め
ん
と
欲

し
」
の
後
に
続
く
。
王
之
渙
の
作
で
あ
る
。

高
い
塔
を
更
に
一
階
上
が
っ
た
と
て
眺
め
が

変
わ
る
は
ず
も
な
い
。
し
か
し
理
想
に
向
か

っ
て
、
努
力
す
る
だ
け
は
し
た
い
と
の
思
い

が
に
じ
む
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
が
決
定
さ
れ
た
。

２
０
３
０
年
ま
で
に
実
現
す
べ
き
野
心
的
な

数
値
が
多
く
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
官
民
が
こ

の
目
標
を
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
受
け
止
め
、

努
力
す
れ
ば
、
日
本
経
済
を
前
進
さ
せ
る
大

き
な
エ
ン
ジ
ン
と
な
る
。
し
か
し
、
自
然
体

で
取
り
組
ん
で
い
て
は
実
現
で
き
る
は
ず
も

な
い
。
一
歩
で
も
二
歩
で
も
目
標
に
近
づ
き

た
い
と
の
こ
の
句
の
精
神
を
持
っ
て
こ
そ
、

展
望
が
開
け
る
の
で
あ
る
。

更
に
上
る 

一層
の
楼

外
交
評
論
家
・
岡
本
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
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1945年生まれ。91年外務省退官、
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橋本内閣で96年-98年総理大臣
補佐官（沖縄担当）。小泉内閣で
01年9月より内閣官房参与、03
年4月より04年3月まで総理大
臣補佐官（イラク問題担当）。国
際問題の専門家として、政府関係
機関や企業への助言活動の傍ら、
講演や新聞、雑誌への執筆など幅
広く活動。著書に『砂漠の戦争』
など。
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2030年のエネルギーライフ
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ガスタンク

障
、
地
球
温
暖
化
へ
の
対
策
、
経
済
効

率
性
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
経
済
成
長
、
産

業
構
造
改
革
。
資
源
が
少
な
い
一
方
で
、

低
炭
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
に
貢
献
す
る

高
い
技
術
力
を
持
つ
日
本
が
、
ど
の
よ

う
な
立
場
を
目
指
す
の
か
を
明
確
に
示

し
た
、
ま
さ
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
の

〝
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
〞
と
い
え
る
も

の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

と
く
に
今
回
の
改
定
で
は
、
2

 

0

 

3

 

0
年
に
向
け
て
、
例
え
ば
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
給
率
や
ゼ
ロ
・
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
電
源

の
割
合
な
ど
、
数
値
目
標
も
設
定
し
、

実
現
の
た
め
の
具
体
的
な
取
り
組
み
も
、

し
っ
か
り
ま
と
め
て
い
ま
す
。

こ
の
特
集
で
は
そ
の
中
か
ら
C
O
2

半
減
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
「
暮
ら

し
」（
家
庭
部
門
）
と
関
係
の
深
い
テ
ー

マ
を
中
心
に
、
未
来
像
を
紹
介
し
ま
す
。

さ
あ
、
20
年
後
の
あ
な
た
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
関
係
は
い
っ
た
い
ど
う
な
っ
て

い
る
で
し
ょ
う
？　

普
段
な
か
な
か
意
識
し
て
考
え
る
こ
と

の
な
い
〝
エ
ネ
ル
ギ
ー
〞。
で
も
実
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
、

私
た
ち
の
未
来
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と

で
も
あ
り
ま
す
。

実
際
す
で
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り

巻
く
状
況
、
支
え
る
技
術
、
関
わ
る
産

業
は
急
激
な
変
化
の
中
に
あ
り
、
暮
ら

し
や
企
業
活
動
に
も
確
実
に
影
響
を
与

え
始
め
て
い
ま
す
。

で
は
い
っ
た
い
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
変

わ
る
と
、
未
来
は
ど
う
変
わ
る
の
で
し

ょ
う
か
。
ま
た
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
を
詳
し
く

ま
と
め
た
の
が
、
こ
の
た
び
2
回
目
の

改
定
を
行
っ
た
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
」
で
す
。

そ
の
視
点
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保

手
に
と
る
こ
と
も
、
目
で

見
る
こ
と
も
で
き
な
い
だ
け
に
、

● 

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画

CLICK!

わたしたちが
変える！
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「スマートコミュニティ」最前線
低炭素社会づくりへ向けた「スマートコミュニティ」の実証プロジェクトが、ついに動き始めました。

全国4都市で進められるこのプロジェクト。ここでは北九州市の取り組みを中心に紹介します。

「
低
炭
素
化
は
も
と
よ
り
、
住
民
の
利

便
性
の
向
上
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生

を
図
る
。
こ
れ
は
未
来
へ
向
け
た
新
た

な
〝
ま
ち
づ
く
り
〞
で
す
」
と
語
る
の

は
、
北
九
州
市
環
境
局
モ
デ
ル
都
市
推

進
室
の
越
智
豊
さ
ん
。「
北
九
州
ス
マ

ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
造
事
業
」
で
は
、

広
大
な
工
場
跡
地
を
も
つ
「
八
幡
東
田

地
区
」
を
中
心
に
、
今
後
5
年
間
で
合

計
38
事
業
を
行
う
予
定
で
す
。

「
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
と
い
う

の
は
、「
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
（
次
世
代

送
配
電
網
）」
な
ど
の
最
新
技
術
を
活

用
し
た
、
次
世
代
型
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
こ
と
。
電
気
の
有
効
活
用
の
ほ

か
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
、

交
通
シ
ス
テ
ム
の
刷
新
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
す
。

そ
の
大
き
な
狙
い
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
給
率
の
向
上
と
C
O
2
の
大
幅
削
減
。

北
九
州
市
で
も
、
複
数
の
「
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
」
で
、
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の

10
％
を
賄
う
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
標
準

的
な
街
区
に
比
べ
、
C
O
2
を
50
％
削

減
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

安
定
的
な
電
気
の
供
給
を
維
持
す
る
次

世
代
イ
ン
フ
ラ
。
家
庭
や
オ
フ
ィ
ス
な

ど
と
電
力
会
社
と
連
携
し
た
地
域
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
地
域
節
電

所
）
の
間
で
情
報
を
や
り
取
り
し
、
電

力
の
流
れ
を
最
適
化
す
る
仕
組
み
で
す
。

太
陽
光
や
風
力
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
効
率
的
に
取
り
込
ん
だ
り
、

電
気
自
動
車
を
「
動
く
バ
ッ
テ
リ
ー
」

と
す
る
な
ど
、
今
ま
で
に
な
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
活
用
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

「
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
新
し

い
技
術
革
新
や
ビ
ジ
ネ
ス
を
起
こ
し
、

「
北
九
州
市
の
実
証
事
業
の
ポ
イ
ン
ト

は
、『
地
域
節
電
所
』
で
す
。
こ
こ
を
拠

点
に
、
太
陽
光
発
電
や
小
型
風
力
発
電
、

ま
た
隣
接
工
場
か
ら
副
次
的
に
発
生
す

る
水
素
や
工
場
排
熱
な
ど
を
、
地
域
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
皆
で
共
有
・
活
用
し

ま
す
」（
越
智
さ
ん
）。

し
か
も
、
そ
の
設
置
・
運
用
に
あ
た

っ
て
は
、
市
民
や
事
業
者
が
「
考
え
」

「
参
加
す
る
」
仕
組
み
を
構
築
。
つ
ま

り
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
側
と
需
要
側
、

ま
た
産
業
と
都
市
が
一
体
と
な
り
、
強

い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
運
用
し
て
い

く
こ
と
が
、
最
大
の
特
徴
で
す
。

こ
う
し
た
「
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
」
構
想
は
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
」
の
重
要
政
策
の
一
つ
と
し
て
、
今

年
度
か
ら
横
浜
市
、
豊
田
市
、
け
い
は

ん
な
学
研
都
市
、
北
九
州
市
の
4
都
市

で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
基
軸
と

な
る
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
は
、
I
T
を

使
っ
て
電
力
の
需
給
を
バ
ラ
ン
ス
さ
せ

海
外
へ
の
展
開
も
図
り
た
い
」
と
越
智

さ
ん
は
、
意
気
込
み
を
語
り
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
り
新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
創
出
し
、
雇

用
拡
大
や
産
業
振
興
に
つ
な
げ
て
い
く

│
│
。
低
炭
素
社
会
と
は
、
C
O
2
削

減
だ
け
で
な
く
、
経
済
発
展
や
生
活
の

質
の
向
上
を
も
含
む
、
新
た
な
成
長
へ

の
ス
テ
ッ
プ
。
そ
の
歩
み
は
、
も
う
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で

雇
用
拡
大
や
産
業
振
興
も

● 

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

 

社
会
シ
ス
テ
ム
実
証
地
域

CLICK!

「横浜スマートシティプロジェクト」の
ポイントは、「みなとみらい21など3地
区のスマート化」「大規模な再生可能エ
ネルギーの導入」「次世代自動車（主に電
気自動車）の普及」などです。さらにそ
れぞれを情報通信＆エネルギー網で連携。
都市型インフラパッケージとして海外展
開も狙います。

エネルギー効率の高い
ビルや住宅を集中導入
神奈川県横浜市

Case 1

CO2排出量が増加傾向にある、家庭セ
クター(家庭＋交通)に着目。10年後の
家庭を想定した環境下で、コミュニティ
単位で省エネとCO2削減の実証を行い
ます。基盤となるのは発電・蓄電機能を
もつモデルハウスとプラグインハイブリ
ッド自動車。低コストで、生活者に受け
入れやすいシステム開発を目指します。

10年後をイメージした
家庭・コミュニティ型
愛知県豊田市

Case 2

目指すのは「エネルギーの地産地消モデ
ル」。「新計量システム（スマートメータ
ー）」を積極的に活用し、電力消費とコス
トを「見える化」。省エネ行動をサポー
トします。また「ゼロ・エネルギー・ビ
ル」を整備し、電気自動車も導入。電気、
熱、未利用エネルギーの複合的なマネジ
メントを確立します。

複合的マネジメントで
地産地消モデルを実現
けいはんな学研都市

Case 3

こんな街に住みたい！
地域の特性を活かし
スマート（賢く）省エネ

する水素ステーション
5製鉄所で発生する水素を供給

1太陽光発電装置を設置したスマート
スクール　2レンタサイクルステーシ
ョン　3屋上で太陽光発電を行うスマ
ートハウス　4天然ガスを燃料に電気
と蒸気（熱）をつくる東田コジェネ　

5

4 1

2

3

低炭素化と
快適性を両立する

北九州市の街づくり
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みなさんは、20年後の我が家がどうなっているか、想像したことがありますか？
「エネルギー基本計画」では、まさにエネルギーの視点から、その具体的イメージを示しています。
意外？ 納得？ 計画が2030年までの目標としている装置や機器の普及率などをご覧ください。

これが2030年の
あなたの家だ！飛躍的に高まる住まいやクルマのエネルギー利用

効率。ただ、話はそこで終わりません。前のペー
ジでも紹介したとおり、「スマートコミュニティ」
において、住まいやクルマはエネルギーをつくっ
たり、受け渡したりする拠点にもなります。一軒
一軒、一台一台が独立して存在するのではなく、
つながり合い、ネットワークをつくることで、こ
れまで活用し切れなかったエネルギーを無駄なく
使うことができるようになるのです。

2030年、家もクルマも
エネルギーシステムの一部に

100%

100%

100%
すべての「明かり」が
生まれ変わる
高い省エネ性能を持つLED照明、有機EL照
明といった高効率次世代照明について、2020
年までにフローで100％、2030年までにス
トックで100％の普及を目指す。

90
80

%

~

少ないエネルギーで
たっぷりのお湯を沸かす
現在、市場が拡大しているヒートポンプ給湯
器や家庭用燃料電池。お湯を沸かすエネルギ
ーを大幅に削減する、こうした高効率給湯器
の普及率を全世帯の8～9割に。

70%

0+-

新車販売10台のうち
7台が次世代自動車に
新車販売における次世代自動車（ハイブリッ
ド自動車、電気自動車、燃料電池自動車な
ど）の割合について、2020年までに最大50
％、2030年までに最大70％が目標。

家のエネルギー消費を
実質「ゼロ」に
太陽光などで「つくるエネルギー」と生活で
「使うエネルギー」を差し引きすると±0に
なるのがＺＥＨ（ネット・ゼロ・エネルギ
ー・ハウス）。すべての新築住宅で「つくる
エネルギー」と「使うエネルギー」をそれぞ
れ合計、差し引きして±0にするのが目標。

さまざまな
家電が
省エネ型に
「最も省エネ性能が優れている
機器」を基準にするトップラン
ナー方式などのいっそうの推進
で、冷蔵庫、テレビ、エアコン
など、すべてが省エネ家電に。

賢いエネルギー利用を
全世帯でサポート
無駄のない賢いエネルギー利用に大きな役割
を果たし、消費エネルギーの「見える化」に
も役立つスマートメーターを全世帯に設置。

Column

もう、変化は
始まってる！
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